
（別紙様式１） 令和７年度  学校評価（自己評価）及び学校関係者評価報告          学校名〔京丹後市立久美浜中学校〕 

学校経営方針(中期経営目標) 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 

＜久美浜学園＞ 指導の重点：学力向上 

(1) 基礎・基本の徹底 

(2) 主体的に学ぶ力の伸長(授業づくり) 

(3) 家庭学習時間の確保 

 

◇規範意識の醸成を基盤とし、当たり前のことが当たり

前にできる学校、「命」「今」「仲間」を大切にする学校

を目指す。 

◇久美浜学園保幼小中一貫教育の一層の推進により、指

導観について共通理解を図り、系統的、組織的な教育

実践を推進する。 

 

１ 非認知能力の伸長と、「主体的・対話的で深い学び」

を追求した授業の充実による学力の向上 

２ 好ましい人間関係の構築と自己肯定感・自己有用感

の向上 

３ 不登校の未然防止と不登校（傾向）生徒の改善 

４ 「久美浜学園学校運営協議会」を核とする地域力と

学校力を統合した、地域ぐるみの子育て支援体制の確

立 

○「学びのパスポート」を活用して、質問事項から「探究的な学び」

の視点で 18項目を抜き出して、府平均に対する分析を行い、本校生

徒の状況を把握した。 

○12月末現在の不登校(傾向)生徒数は昨年度比で５名の減となり、未

然防止に向けた組織的な対応をとることができたといえる。 

○SDGs の取組では生徒会を中心に継続して実施し、保幼小中を通し

て活性化を図ることができた。 

〇生徒会を中心に、校則について考えることができた。 

○コロナ禍を経て、マスク着用や手指消毒等が一定定着しており、ウ

イルス感染防止は概ねできている。 

○同窓会と連携したキャリアフェスティバルでは、町内出身で地元企

業の代表取締役社長を講師にお招きして講話を拝聴し、生徒会本部

とのトークセッションを行うことができた。 

△タブレットの持ち帰りは全校生徒に定着しているものの、ネットワ

ークを活用した家庭学習の充実には不十分さが残り、今後研究を進

める必要がある。 

△京丹後警察との連携を一層深め、不審者の対応については継続して

学習する必要がある。 

△地元高等学校との連携共同事業については、一定行えたものの、昨

年度と比較すると活動回数は減少した。 

１ 教育活動の重点的方針 

(1) 価値観の変化への対応と多様性を踏まえた教育活動の精選、

新たな生徒指導及び教育相談の充実 

(2) 認知能力と非認知能力を一体的にはぐくむ授業改善の推進 

(3) 地域に貢献できる人材の育成を目指した「久美浜ならではの

教育」と「探究的な学び」を進めるためのカリキュラムマネジ

メントの推進 

 

２ 職務上の重点的指針 

(1) 学習指導要領の趣旨に沿った授業づくりのための教員の資

質向上 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的充実を目指し

た授業づくりに向けた研修の充実 

・地域資源や丹後学を活用した「探究的な学び」の推進 

(2) 生徒指導提要の４つの視点に沿った生徒理解の推進と組織体

制の整備 

・発達支持的生徒指導の具体に関する研修の充実 

・「校内フリースクール」運営の研究とＩＣＴの活用 

 (3) 教職員の働き方改革推進及び服務規律の徹底 

 ・勤務や勤務時間に対する意識改革 

・通信機器や個人情報に係る危機意識の向上 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

 

教育課程 

学習指導 

◇「探究的な学び」の視点による

生徒の学力・学習状況の分析 

◇認知能力と非認知能力を一体

的に伸長させる学力向上・授業

づくり・ＩＣＴ活用の取組 

◇全国及び京都府学力・学習状況調査等の結果か

ら、生徒の状況を「探究的な学び」の視点で把

握 

◇ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な授業づくりの推進 

◇タブレットの持ち帰りによる家庭学習の充実 

◇定期テスト改革推進と定期テストのみに依拠し

ない単元や定着を重視した評価の場の設定 

・各教科のシラバスと評価方法の提示 

◇グローバル人材の育成と英語力の向上 

○昨年に引き続き「学びのパスポート」を活用して、

質問事項から「探究的な学び」の視点で 18項目を

抜き出して、府平均に対する分析を行い、本校生

徒の状況を把握した。 

○一部の教科ではあるが、単元テストを数回にわた

り設定し、生徒の主体の性向上に努めることがで

きた。 

△タブレットの持ち帰りは全校生徒に定着してい

るものの、ＩＣＴを活用した家庭学習の充実には

不十分さが残り、今後の家庭学習の在り方も含ん

で研究を進める必要がある。 

・ＩＣＴの活用は、これからの

時代に当たり前に必要な技

術だと思うが、今の生徒は全

員が使えていて感心する。 

・ただ、紙と鉛筆の学習や辞書

を引くなど、本当に必要では

ないのかだろうか。 

・ＩＣＴと紙の併用であるハイ

ブリッド方式は今後も継続

してもらいたい。 



生徒指導 ◇「いじめ・不登校未然防止」に

向けた迅速な情報共有と丁寧

な組織的対応 

◇不登校・不適応傾向生徒に係る

課題解決に向けた取組 

◇主体的活動の活性化 

・SDGsの取組の充実 

◇生徒指導・教育相談・特別支援教育の一体的展

開 

・専門的な意見を取り入れたアセスメントの充実 

◇校内フリースクールを目指した別室機能のさら

なる強化と学習補充の充実 

◇生徒会活動・学級活動の充実と継続 

◇SDGs の取組継続と丹後学・横断的学習の展開 

○12月末現在の不登校(傾向)生徒数は２年連続で５

名の減となり、未然防止に向けた組織的な対応を

とることができた。 

○SDGs の取組では生徒会を中心に継続して実施し、

保幼小中を通して活性化を図ることができた。 

〇校内フリースクール構想実現に向けた取組の一端

としてソファやこたつを設置し、安心できる居場

所として温かい雰囲気を作ることができた。 

・最近は日本中で不登校の増加

の話を聞くが、久美浜中学校

が改善方向であるのはあり

がたい。いろいろな環境の子

がいるとは思うが、継続して

未然防止を行い、更なる減少

に期待したい。 

健康・安全 ◇実効性ある危機管理マニュア

ルの確立、避難訓練等の充実等 

◇緊急時対応訓練の実施（土砂災害、火災、不審

者、地震） 

◇感染防止を含む健康安全に関する自主的な向上

意識を高める指導とマニュアルの徹底 

◇健康・安全に関する教育の充実 

○今年度は京丹後警察との連携し、不審者の対応に

ついては学習することができた。 

△一定定着していたマスク着用や手指消毒等であっ

たが、慣れの中で不十分さが見られ、インフルエ

ンザによる学級閉鎖が数回あった。 

・今年は不審者よりも熊の話が

よく聞かれた。地域みんなで

気を付けたい。 

・今年のインフルエンザは本当

に大変だった。 

特別支援教育 ◇校内指導体制の機能化 

◇通常学級における特別に支援

を要する生徒に対する個に応

じた指導の充実 

◇合理的配慮の継続的検討と組

織的対応 

◇特別支援教育の視点で展開する全教育活動の展

開 

◇特支アセスメント・個別の指導計画・個別の支

援計画・小中連携資料・教育相談個票の日常的

活用と検証、全教員での共有化 

◇支援を要する生徒の把握、有効な手立ての蓄積 

◇担任並びに担当者と本人・保護者との丁寧な懇

談 

◇通級指導の実施、保護者・教科担当・担任・関

係諸機関との連携の強化 

○特別支援教育コーディネーターを中心にして、校

内の指導体制を機能させることができた。 

○保護者連携についても、タイミングを逃さず継続

的に行うことができ、概ね個別の支援を学校と家

庭で協力して行えた。 

○よさのうみ支援学校や各病院との連携についても

引き続き実施しており、支援方法の理解など成果

を上げている。 

△卒業後の進路も見据え、就学指導や保護者面談を

実施しているが、十分に理解していただけたとは

言い難い状況がある。 

・特別支援の意味が分からない

保護者の方もおられると思

うが、丁寧に説明をしてそれ

ぞれの生徒や家庭に寄り添

ってもらえたらありがたい

と思う。 

・課題が見られる子でも、地域

では「明るくええ子やなぁ」

と思える様子も見られるの

で、よろしくお願いしたい。 

開かれた学校

づくり 

◇キャリア教育の横断的展開と

地域連携の強化 

◇学校運営協議会を窓口とした

校内教育活動の展開 

◇丹後学の充実…丹後学・ふるさと学習・体験学

習の一体的展開 

◇学校運営協議会・地域学校協働活動と学校教育

活動の実効性ある一体化 

◇学校運営協議会を窓口にした地域人材の活用…

講話学習・授業への積極的活用 

◇学校支援ボランティアの積極的活用・拡充 

◇同窓会等と連携したふるさとと母校を愛する心

情を育てる取組の推進 

◇地元高等学校との連携共同事業の活性化 

○例年実施している同窓会と連携したキャリアフェ

スティバルでは、都会で活躍している本校卒業生

の方を講師にお招きして講話を拝聴し、生徒会本

部とのトークセッションを行うことができた。 

○今年度は初の取組として地域の「語りべの会」の

方にお世話になり、１年生を対象に地域の祭りや

文化について聞かせていただき、ふるさとを愛す

る取組の一助となった。 

△地元高等学校との連携共同事業については、昨年

度並みで、活性化したとは言い難い状況であった。 

・今年度は同窓会の役員が一新

したが、新しく若い人の視線

でふるさと講演会が開催で

きて良かった。久美中学生は

物おじせずその場で考えた

ことを話すことができて本

当にすごいと思う。 

・「語りべの会」がまさか中学校

でさせてもらえると思わな

く本当にありがたかった。 

次年度に向けた改

善の方向性 

◇学習や人間関係、家庭環境や生活習慣などについて、一人ひとりに対しての丁寧な指導・支援を展開し自立を促す。組織的かつ早期的に

対応を行い、特別支援教育の視点も踏まえながら、より一層学校不登校出現率を改善する。 

◇生徒指導提要における授業づくりの４つの視点『①自己存在感の感受 ②共感的な人間関係の育成 ③自己決定の場の提供 ④安全・安心な

風土の醸成』に沿った授業改善を進め、主体的な学習者を育めるような授業づくりを継続して進めていく。 

◇chromebookをより効果的に活用できるよう環境整備や研修等を充実させ、個別最適な学び・主体的な学びの実現を目指す。 

◇学園内の小小間連携を支援し、中学校入学時や各期の接続をより円滑に行えるよう、中学校がリーダーシップを取り一体感のある学園経

営を行っていく。 

・久美中生の良いところをこれ

からも大事にしてもらって、

将来子どもたちに何かあっ

たとき、久美浜を思い出せる

ようにしてやって欲しい。 
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